
【特許請求の範囲】
【請求項１】上記側処理手段（１）から順次供給される
コマンドおよび描画データをデータ格納手段（２）の予
め定められたアドレスに格納し、描画処理手段（３）に
より、データ格納手段（２）からコマンドおよび描画デ
ータを格納順に読出して多数の画素データを生成する図
形描画装置において、データ格納手段（２）に読出し可
能なデータが存在しないことを条件として、データ格納
手段（２）の出力データ・バス（32）に未使用の割当て
コード（WC）を供給し、描画処理手段（３）が未使用の
割当てコード（WC）を読込んだことを条件として何らか
のコマンドが供給されるまで待機することを特徴とする
図形描画装置における描画データ管理方法。
【請求項２】上位側処理手段（１）から順次供給される
コマンドおよび描画データをデータ格納手段（２）の予

め定められたアドレスに格納し、描画処理手段（３）に
より、データ格納手段（２）からコマンドおよび描画デ
ータを格納順に読出して多数の画素データを生成する図
形描画装置において、頻度が高い描画コマンドを実行し
た後、同じ描画処理条件の同種の描画コマンドであるか
否かおよび同じ描画処理条件の異種の描画コマンドであ
るか否かを判別し、何れのコマンドでもないと判別され
た場合に、データ格納手段（２）に読出し可能なデータ
が存在しないことを条件として、データ格納手段（２）
の出力データ・バス（32）に未使用の割当てコード（W
C）を供給し、描画処理手段（３）が未使用の割当てコ
ード（WC）を読込んだことを条件として何らかのコマン
ドが供給されるまで待機することを特徴とする図形描画
装置における描画データ管理方法。
【請求項３】上位側処理手段（１）から順次供給される
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コマンドおよび描画データをデータ格納手段（２）の予
め定められたアドレスに格納し、描画処理手段（３）に
より、データ格納手段（２）からコマンドおよび描画デ
ータを格納順に読出して多数の画素データを生成する図
形描画装置において、データ格納手段（２）に書込まれ
た最新データのアドレス（WP）とデータ格納手段（２）
から次に読出しが行なわれるべきアドレス（BP）とに基
づいてデータ格納手段（２）に読出し可能なデータが存
在していないことを検出する制御手段（４）と、予め設
定された未使用の割当てコード（WC）を保持するコード
保持手段（33）と、制御手段（４）が読出し可能なデー
タが存在していないことを検出したことを条件としてデ
ータ格納手段（２）からのデータ読出しを阻止する阻止
手段（35）と、制御手段（４）が読出し可能なデータが
存在していないことを検出したことを条件としてデータ
格納手段（２）からの読出しデータに代えてコード保持
手段（33）に保持されている未使用の割当てコード（W
C）を出力するコード出力手段（34）（36）とを具備し
ていることを特徴とする図形描画装置における描画デー
タ管理装置。
【請求項４】コード保持手段およびコード出力手段が、
データ格納手段（２）からのデータ読出しが阻止され、
データ格納手段（２）の出力データ・バス（32）がハイ
・インピーダンス状態になったことに応答して、出力デ
ータ・バス（32）の全ての信号線をハイ・レベルにする
プル・アップ抵抗（37）である上記特許請求の範囲第３
項記載の図形描画装置における描画データ管理装置。
【請求項５】描画処理手段（３）が、頻度が高い描画コ
マンドを実行した後、同じ描画処理条件の同種の描画コ
マンドであるか否かおよび同じ描画処理条件の異種の描
画コマンドであるか否かを判別し、何れのコマンドでも
ないと判別された場合に、未使用の割当てコード（WC）
を読込んだことを条件として何らかのコマンドが供給さ
れるまで待機するものである上記特許請求の範囲第３項
または第４項に記載の図形描画装置における描画データ
管理装置。
【発明の詳細な説明】
＜産業上の利用分野＞
  この発明は図形描画装置における描画データ管理方法
およびその装置に関し、さらに詳細にいえば、上位側処
理手段から順次供給されるコマンドおよび描画データを
データ格納手段の予め定められたアドレスに格納し、描
画処理手段により、データ格納手段からコマンドおび描
画データを格納順に読出して多数の画素データを生成す
る図形描画装置に適用される描画データ管理方法および
その装置に関する。
＜従来の技術、および発明が解決しようとする課題＞
  従来から図形描画装置はリスト・メモリを具備してお
り、上位プロセッサから供給されてくるコマンド、描画
データは、リスト・メモリ・マネジャにより、所定の規

則に基づいてリスト・メモリに格納される。そして、リ
スト・メモリから格納順に読出されたコマンド、描画デ
ータは描画プロセッサに供給されることにより所定の処
理が施され、最終的に多数の画素データが得られる。
  上記リスト・メモリはｍ行ｎ桁に区分されており、各
桁毎に格納されるべきデータの種別が予め定められてい
る。したがって、行数が256であれば行アドレスは８ビ
ットでよく、桁数が８であれば桁アドレスは３ビットで
よい。また、リスト・メモリはリスト・メモリ・マネジ
ャおよび描画プロセッサによりアクセスされるのである
から、デュアル・ポートのスタティック・ランダム・ア
クセス・メモリ（以下、SRAMと略称する）で構成するこ
とにより何れの側からのアクセスをも高速化することが
一般的になっている。
  各桁毎に格納されるべきデータの種別が予め定められ
ている点についてさらに説明すると、上位プロセッサか
ら供給されるコマンドの属性に基づいて定められる３種
類のデータ格納フォーマットが予め設定されている。即
ち、FIFOフォーマット、ベクタ・フォーマット、ポリゴ
ン・フォーマットの３種類である。
  上記FIFOフォーマットはリスト・メモリの桁アドレス
の０番地のみを用いる格納フォーマットであり、一般に
制御コマンドおよびそのデータを格納するために用いら
れる（第８図参照）。具体的には、リスト・メモリに１
ワードのデータを書込む毎に行アドレスを“1"ずつイン
クリメントし、深さが256ワードのFIFOメモリ（First－
In First－Outメモリ）として機能させることができ
る。
  上記ベクタ・フォーマットは描画コマンドのうち、任
意線分（ランダム・ベクトル）の描画を行なうためのコ
マンドであるMOVE,DRAWの２つのコマンドおよびそのデ
ータを格納するためだけに用いられる（第９図参照）。
具体的には、コマンドがリスト・メモリの桁アドレスの
０番地に格納された後、行アドレスが“1"だけインクリ
メントされ、MOVE,DRAWコマンドに対して所定の順序で
付属する座標要素データ（x,y,zデータおよびＩまたは
R,G,Bデータ等）がインクリメントされた行アドレスの
番地の該当する桁アドレスの番地に格納された後、行ア
ドレスが“1"だけインクリメントされ、再び上記の動作
を繰返す。
  上記ポリゴン・フォーマットは多角形ぬりつぶしコマ
ンドおよびそのデータを格納するためだけに用いられる
（第10図参照）。具体的には、コマンドがリスト・メモ
リの桁アドレスの０番地に格納された後、同じ行の桁ア
ドレスの１番地に多角形の角数が格納された後、行アド
レスが“1"だけインクリメントされ、頂点数分の座標要
素データが、頂点が変わる毎に“1"だけインクリメント
される。行アドレスの番地の該当する桁アドレスの番地
に格納された後、行アドレスが“1"だけインクリメント
され、再び上記の動作を繰返す。尚、必要に鴨じてｙ座
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標の最大値ポインタおよび最小値ポインタを検出し、次
の多角形ぬりつぶしコマンドが格納される行の前の行に
格納する。
  以上のようにリスト・メモリに格納されたデータは、
描画プロセッサにより格納順に読出され、コマンドに基
づいて定まる所定の処理を施すことにより多数の画素デ
ータを生成する。
  以上の説明から明らかなように、リスト・メモリ・マ
ネジャによるリスト・メモリアクセスと描画プロセッサ
によるリスト・メモリのアクセスとは互に相手側の状態
を考慮することなく並行して行なわれるのであるから、
描画プロセッサによる読出しが行なわれていない行に対
する書込み、リスト・メモリ・マネジャによる書込みが
行なわれていない行からの読出しを未然に阻止すべく、
書込みのための行アドレスおよび読出しのための行アド
レスに基づいて動作を阻止すべき状態であるか否かを判
別する制御手段を設けるか、これに代わる機能をリスト
・メモリ・マネジャに持たせることが必要になる。
  前者の方法は、書込み側の行アドレスWPが読出し側の
行アドレスBPと等しい場合に読出し阻止信号を描画プロ
セッサに供給し、WP＋１＝BPの場合に書込み阻止信号を
リスト・メモリ・マネジャに供給する方法であるから、
描画プロセッサが読出し阻止信号を受取った場合には読
出し阻止状態が解除されるまでウェイト状態になり、ウ
ェイト状態が解除されるまでは他の処理を行なうための
割込み処理も遂行し得なくなってしまう。
  また、描画プロセッサがリスト・メモリからデータを
読出す場合には、必ず新たな行アドレスを生成し、この
行アドレスに基づいてリスト・メモリからのデータ読出
しが可能であるか否かを判別しなければならず、判別の
ための所要ステップの占める割合がかなり大きくなるの
で、描画処理速度を低下させることになる。具体的に
は、ランダム・ベクトルを描画する場合についてみれ
ば、描画処理全体の所要ステップ数に対する判別処理の
所要ステップが約23％（この場合はカレント・ポイント
の管理をも行なう場合のものである）となる。したがっ
て、この判別処理がランダム・ベクトル描画処理のボト
ル・ネックとなり、ランダム・ベクトル処理速度の限界
が描画プロセッサの能力から期待し得る速度よりもかな
り低くなっている。
  後者の方法として、リスト・メモリをデュアル・プレ
ーン構成とし、リスト・メモリ・マネジャにより必要な
全てのデータを一方のプレーンに書込んだ場合に、必ず
書込みデータを最後であることを示す識別データを書込
むことが考えられる。
  この場合には描画プロセッサにおいて特別の判別処理
を行なうことなく直ちにリスト・メモリからデータを読
出せばよく、描画処理速度の低下を防止できるのである
が、リスト・メモリの利用効率が著しく低下するととも
に、リスト・メモリ・マネジャとして上記処理を行ない

得る高機能なものを使用しなければならなくなる。した
がって、既存の図形描画装置に簡単には適用できない。
＜発明の目的＞
  この発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであ
り、構成を殆ど複雑化することなく、描画プロセッサに
よる描画速度の限界を高めることができる新規な描画デ
ータ管理方法およびその装置を提供することを目的とし
ている。
＜課題を解決するための手段＞
  上記の目的を達成するための、この発明の描画データ
管理方法は、コマンドおよび描画データを格納するデー
タ格納手段に読出し可能なデータが存在しないことを条
件として、データ格納手段の出力データ・バスに未使用
の割当てコードを供給し、描画処理手段が未使用の割当
てコードを読込んだことを条件として何らかのコマンド
が供給されるまで待機する方法である。
  上記の目的を達成するための、他の発明の描画データ
管理方法は、描画処理手段により頻度が高い描画コマン
ドを実行した後、同じ描画処理条件の同種の描画コマン
ドであるか否かおよび同じ描画処理条件の異種の描画コ
マンドであるか否かを判別し、何れのコマンドでもない
と判別された場合に、コマンドおよび描画データを格納
するデータ格納手段に読出し可能なデータが存在しない
ことを条件として、データ格納手段の出力データ・バス
に未使用の割当てコードを供給し、描画処理手段が未使
用の割当てコードを読込んだことを条件として何らかの
コマンドが供給されるまで待機する方法である。尚、上
記描画処理条件としては、例えば、インデックス・デー
タを生成し、カラー・ルック・アップ・テーブルを参照
して描画すべきことが指示されているか、RGBデータを
生成してそのまま描画すべきことが指示されているかの
区分、フォン・シェーディング処理を施すべきことが指
示されているか、グロー・シェーディング処理を施すべ
きことが指示されているかの区分等を示す条件である。
  上記の目的を達成するための、この発明の描画データ
管理装置は、コマンドおよび描画データを格納するデー
タ格納手段に書込まれた最新データのアドレスとデータ
格納手段から次に読出しが行なわれるべきアドレスとに
基づいてデータ格納手段に読出し可能なデータが存在し
ていないことを検出する制御手段と、予め設定された未
使用の割当てコードを保持するコード保持手段と、制御
手段が読出し可能なデータが存在していないことを検出
したことを条件としてデータ格納手段からのデータ読出
しを阻止する阻止手段と、制御手段が読出し可能なデー
タが存在していないことを検出したことを条件としてデ
ータ格納手段からの読出しデータに代えてコード保持手
段に保持されている未使用の割当てコードを出力するコ
ード出力手段とを具備している。
  但し、コード保持手段およびコード出力手段として
は、データ格納手段からのデータ読出しが、データ格納
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手段（２）の出力データ・バス（32）がハイ・インピー
ダンス状態になったことに応答して、出力データ・バス
の全ての信号線をハイ・レベルにするプル・アップ抵抗
であることが好ましい。
  また、描画処理手段としては、頻度が高い描画コマン
ドを実行した後、同じ描画処理条件の同種の描画コマン
ドであるか否かおよび同じ描画処理条件の異種の描画コ
マンドであるか否かを判別し、何れのコマンドでもない
と判別された場合に、未使用の割当てコードを読込んだ
ことを条件として何らかのコマンドが供給されるまで待
機するものであることが好ましい。
＜作用＞
  以上の描画データ管理方法であれば、上記側処理手段
から順次供給されるコマンドおよび描画データを格納す
るデータ格納手段に読出し可能なデータが存在しない場
合には描画処理手段が未使用の割当てコードを読込むの
で、未使用の割当てコードにより、例えば、データ読込
み処理を反復し、または単にカーソルを点滅させる等の
割込み処理を行なわせることができ、この間に他の処理
の割込みがあれば、該当する処理を直ちに行なうことが
できる。また、読出し可能なデータが存在する場合には
データ格納手段から格納データを読込むので、読込みデ
ータに基づいて定まる描画処理を行なうことができる。
  即ち、描画処理手段は単にデータ格納手段からデータ
を読込む処理を行なうだけでよく、描画処理手段におい
て読出し可能なデータの有無を判別する必要がないの
で、描画速度を描画処理手段の性能に基づいて定まる限
界速度に近づけることができる。
  他の発明の描画データ管理方法であれば、描画処理手
段が、頻度が高い描画コマンドを実行した後、同じ描画
処理条件の同種の描画コマンドであるか否かおよび同じ
描画処理条件の異種の描画コマンドであるか否かを判別
するのであるから、同じ図形に対する同一の描画コマン
ドであると判別された場合には、初期設定を再度行なう
必要がなく、描画処理を高速化できる。また、同じ描画
処理条件の同種の描画コマンドでないと判別された場合
には、同じ描画処理条件の異種の描画コマンドであるか
否かを判別するのであるから、同じ描画処理条件の異種
のコマンドであると判別された場合には、初期設定を簡
素化してもよく、描画処理を高速化できる。そして、上
記の何れにも該当しないと判別された場合には、第１の
発明と同様に未使用の割当てコードを読込んだか、デー
タ格納手段に格納されているデータを読込んだかに基づ
いて、読出し可能なデータの有無を判別することなく、
必要な処理を行なうことができ、描画処理を高速化でき
る。
  以上の構成の描画データ管理装置であれば、描画処理
手段により読出しアドレスを設定してデータ読込み処理
を行なうだけでよく、読出し可能なデータの有無を特別
に判別する必要がない。即ち、上記読出しアドレスに基

づいて、制御手段により、データ格納手段に読出し可能
なデータが存在しているか否かを判別し、読出し可能な
データが存在していないと判別された場合には、阻止手
段によりデータ格納手段からのデータ読出しを阻止する
とともに、コード出力手段によりコード保持手段に保持
されている未使用の割当てコードを出力する。したがっ
て、描画処理手段は未使用の割当てコードを読込み、未
使用の割当てコードにより、例えば、データ読込み処理
を反復し、または単にカーソルを点滅させる等の割込み
処理を行なわせることができ、この間に他の処理の割込
みがあれば、該当する処理を直ちに行なうことができ
る。また、読出し可能なデータが存在する場合にはデー
タ格納手段から格納データを読込むので、読込みデータ
に基づいて定まる描画処理を行なうことができる。
  そして、コード保持手段およびコード出力手段が、デ
ータ格納手段からのデータ読出しがデータ格納手段
（２）の出力データ・バス（32）がハイ・インピーダン
ス状態になったことに応答して、出力データ・バスの全
ての信号線をハイ・レベルにするプル・アップ抵抗であ
る場合には、両手段の構成を著しく簡素化できる。
  また、描画処理手段が、頻度が高い描画コマンドを実
行した後、同じ描画処理条件の同種の描画コマンドであ
るか否かおよび描画処理条件の異種の描画コマンドであ
るか否かを判別し、何れのコマンドでもないと判別され
た場合に、未使用の割当てコードを読込んだことを条件
として何らかのコマンドが供給されるまで待機するもの
である場合には、同じ描画処理条件の同種の描画コマン
ドまたは異種の描画コマンドが続く状態において初期設
定を省略し、または著しく簡素化し、全体として描画処
理を一層高速化できる。
＜実施例＞
  以下、実施例を示す添付図面によって詳細に説明す
る。
  第５図は図形描画装置の一例を概略的に示すブロック
図であり、図示しない上位プロセッサから供給されてく
るデータを入力として、第８図から第10図に示すフォー
マットの何れかを選択し、選択されたフォーマットに基
づいてコマンド、描画データを順次リスト・メモリ
（２）の所定の番地に書込むリスト・メモリ・マネジャ
（１）と、リスト・メモリ（２）から書込み順にデータ
を読出して該当する描画処理を行なう描画プロセッサ
（３）と、リスト・メモリ（２）の状態を監視するFIFO
コントローラ（４）とを有している。尚、上記リスト・
メモリ（２）は、例えば、256行、８列のデー格納番地
を有するデュアル・ポートSRAMである。したがって、行
アドレスとしての８ビット・データおよび列アドレスと
しての３ビット・データからなる11ビット・データが書
込みアドレス、読出しアドレスとしてリスト・メモリ
（２）に供給されるが、FIFOコントローラ（４）には行
アドレスとしての８ビット・データのみが供給される。
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また、上記FIFOコントローラ（４）は、第６図に示すよ
うに、リスト・メモリ・マネジャ（１）により書込み中
のデータの行アドレスWPを保持するWPレジスタ（41）
と、描画プロセッサ（３）により次に読出されるべきデ
ータの行アドレスBPを保持するBPレジスタ（42）と、WP
レジスタ（41）の内容を“1"だけインクリメントするイ
ンクリメンタ（43）と、両レジスタ（41）（42）の内容
が等しいか否かを判別するコンパレータ（44）と、BPレ
ジスタ（42）の内容およびインクリメンタ（43）の内容
が等しいか否かを判別するコンパレータ（45）とを有し
ている。したがって、第７図Ａに示すように、行アドレ
スWPと行アドレスBPとが等しい場合にのみコンパレータ
（44）からエンプティ信号（読出すべきデータが存在し
ないことを示す信号）を出力し、第７図Ｂに示すよう
に、WP＋１とBPとが等しい場合にのみコンパレータ（4
5）からフル信号（全てのデータが未だ読出されていな
いことを示す信号）を出力するので、フル信号に基づい
てリスト・メモリ・マネジャ（１）によるデータ書込み
を阻止し、エンプティ信号に基づいて後述する読出し動
作を制御する。
  第１図はこの発明の描画データ管理装置の一実施例を
示すブロック図であり、描画プロセッサ（３）から出力
される読出しアドレスをリスト・メモリ（２）およびFI
FOコントローラ（４）に供給するためのアドレス・バス
（31）、およびリスト・メモリ（２）からの読出しデー
タを描画プロセッサ（３）に供給するためのデータ・バ
ス（32）を有している。そして、未使用の割当てコード
WCを保持するコード保持部（33）と、未使用割当てコー
ドWCをデータ・バス（32）に出力するためのバッファ
（34）とを有しており、さらに、FIFOコントローラ
（４）から出力されるエンプティ信号に基づいて制御さ
れ、描画プロセッサ（３）から出力される出力イネーブ
ル信号を選択的にリスト・メモリ（２）、バッファ（3
4）に供給するゲート（35）（36）を有している。
  したがって、描画プロセッサ（３）は読出しアドレス
および出力イネーブル信号を出力するだけでよく、読出
し可能なデータが存在する場合にのみリスト・メモリ
（２）から必要なデータを読出すことができる。即ち、
読出し可能なデータが存在する場合には、ゲート（35）
が開かれるとともに、ゲート（36）が閉じられるので、
バッファ（34）からのコード出力が阻止されるとともに
リスト・メモリ（２）からのデータ出力が指示される。
したがって、リスト・メモリ（２）からの読出しデータ
がデータ・バス（32）を通して描画プロセッサ（３）に
供給される。逆に、読出し可能なデータが存在しない場
合には、ゲート（35）が閉じられるとともに、ゲート
（36）が開かれるので、リスト・メモリ（２）からのデ
ータ読出しが阻止されるとともに、バッファ（34）から
のデータ出力が指示される。したがって、リスト・メモ
リ（２）から読出されるデータに代えて未使用の割当て

コードWCがデータ・バス（32）を通して描画プロセッサ
（３）に供給される。
  そして、リスト・メモリ（２）からの読出しデータが
描画プロセッサ（３）に供給されれば、読出しデータに
含まれるコマンドに基づく描画処理を遂行することがで
き、未使用の割当てコードWCが描画プロセッサ（３）に
供給されれば、割当てコードWCに対応して別個に設定さ
れた処理、例えば、データ読出し処理を反復し、または
カーソルを点滅表示する等の処理を行なうことができ、
この間に他の割込み処理が発生すれば、該当する処理を
行なうことができる。
＜実施例２＞
  第２図はこの発明の描画データ管理方法の一実施例を
示すフローチャートであり、ランダム・ベクトルを描画
する場合を示している。
  リスト・メモリ（２）から読出したコマンドがDRAWコ
マンドである場合に、ステップ において、コマンド・
ワードのレジスタへの格納、直線補間演算器に対するカ
レント・ポイントの設定、ランダム・ゴー・モード、ベ
ース・ポイント・インクリメント・モードの設定等の初
期設定処理を行なった後、ステップ においてDRAW処理
を行なう。そして、ステップ において次のコマンドが
未使用の割当てコードWCであるか否かを判別し、未使用
の割当てコードWCであれば、ステップ において次のコ
マンドを待機する。逆に、未使用の割当てコードWCでな
ければ、ステップ において同じフラグのDRAWコマンド
であるか否かを判別し、同じフラグのDRAWコマンドであ
れば、そのままステップ の処理を行なうが、同じフラ
グのDRAWコマンドでなければ、ステップ において同じ
フラグのMOVEコマンドであるか否かを判別し、同じフラ
グのMOVEコマンドであればステップ においてMOVE処理
を行なった後、再びステップ の判別を行なう。逆に、
同じフラグのMOVEコマンドでないと判別された場合に
は、ステップ において、ヒット検出等を行なった後ハ
ッシュ・ジャンプを行なって該当する処理ルーチンを遂
行する。尚、上記フラグは、例えば、インデックス・デ
ータを生成し、カラー・ルック・アップ・テーブルを参
照して描画を行なうべきこと、RGBデータを生成してそ
のまま描画を行なうべきこと、フォン・シェーディング
処理を施すべきこと、グロー・シェーディング処理を施
すべきこと等を指示するためのものであり、このフラグ
が同じであるか否かに基づいて同じ描画処理条件である
か否かが判別できる。
  ランダム・ベクトルの描画動作を行なう場合には、コ
マンドがMOVEコマンドとDRAWコマンドの２種類であると
ともに、両コマンドの頻度比率が約1:9であるから、DRA
Wコマンドか否かの判別をMOVEコマンドか否かの判別に
先行させて行なうことによりランダム・ベクトル描画の
所要ステップ数を減少させ、描画処理を高速化できる。
勿論、未使用の割当てコードWCか否かに基づいて読出し
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可能なデータが存在する場合と存在しない場合とが識別
できるので、従来例のようにエンプティ信号に基づいて
状態の判別を行ない、判別結果に基づいてデータの読出
し動作、または待機動作を行なわせる場合と比較して所
要ステップを大巾に減少させることができる。
＜実施例３＞
  第３図は描画データ管理方法の他の実施例を示すフロ
ーチャートであり、第２図のフローチャートと異なる点
は、DRAW処理を行なった後、直ちに同じフラグのDRAWコ
マンドか否か、および同じフラグのMOVEコマンドか否か
をこの順に判別し、次いで未使用の割当てコードWCであ
るか否かを判別するようにした点のみである。勿論、こ
の変更に伴なって、未使用の割当てコードWCでないと判
別された場合に他のコマンド処理を行なうようにしてい
る。
  したがって、この実施例の場合には、発生頻度が少な
いリスト・メモリ（２）のエンプティ状態を未使用の割
当てコードWCが否かに基づいて判別する前に同じフラグ
のDRAWコマンドか否か、および同じフラグのMOVEコマン
ドか否かを判別させることによりランダム・ベクトル描
画の所要ステップ数を一層減少させ、描画処理を一層高
速化できる。
＜実施例４＞
  第４図は描画データ管理装置の他の実施例を示すブロ
ック図であり、第１図の描画データ管理装置と異なる点
は、コード保持部（33）、バッファ（34）およびゲート
（36）を省略して、代わりに、データ・バス（32）がハ
イ・インピーダンス状態になった場合に全てのビットを
ハイ・レベルにするプル・アップ抵抗（37）を接続した
点のみである。
  したがって、この実施例の場合には構成を大巾に簡素
化でき、しかも未使用の割当てコードWCが、例えば16ビ
ットであれば“FFFF"に一義に定められるので、“FFFF"
に対応して第１図の実施例と同様の動作を行なわせるこ
とができる。
  尚、この発明は上記の実施例に限定されるものではな
く、例えば、頻度比率が異なる他のコマンドに基づく描
画処理に適用することが可能であるほか、この発明の要
旨を変更しない範囲内において種々の設計変更を施すこ
とが可能である。
＜発明の効果＞
  以上のように第１の発明は、描画処理手段は単にデー
タ格納手段からデータを読込む処理を行なうだけでよ
く、描画処理手段において読出し可能なデータの有無を
判別する必要がないので、描画速度を描画手段の性能に
基づいて定まる限界速度に近づけることができるという
特有の効果を奏する。
  第２の発明は、特定のコマンドが続く状態において初

期設定動作を省略し、または減少させることができるの
で、所要ステップ数を減少させて描画処理を高速化でき
るほか、読出し可能なデータの有無をも判別する必要が
ないので、描画処理を一層高速化できるという特有の効
果を奏する。
  第３の発明は、描画処理手段は単にデータ格納手段か
らデータを読込む処理を行なうだけでよく、描画処理手
段において読出し可能なデータの有無を判別する必要が
ないので、描画速度を描画処理手段の性能に基づいて定
まる限界速度に近づけることができるという特有の効果
を奏する。
  第４の発明は、構成を著しく簡素化できるという特有
の効果を奏する。
  第５の発明は、特定のコマンドが続く状態において初
期設定動作を省略し、または減少させて描画処理を高速
化できるほか、読出し可能なデータの有無をも判別する
必要がないので、描画処理を一層高速化できるという特
有の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
第１図はこの発明の描画データ管理装置の一実施例を示
すブロック図、
第２図はこの発明の描画データ管理方法の一実施例を示
すフローチャート、
第３図は描画データ管理方法の他の実施例を示すフロー
チャート、
第４図は描画データ管理装置の他の実施例を示すブロッ
ク図、
第５図は図形描画装置の一例を概略的に示すブロック
図、
第６図はFIFOコントローラの一例を示すブロック図、
第７図はリスト・メモリのエンプティ状態とフル状態を
概略的に示す図、
第８図はFIFOフォーマットによるリスト・メモリへのデ
ータ格納状態を概略的に示す図、
第９図はベクタ・フォーマットによるリスト・メモリへ
のデータ格納状態を概略的に示す図、
第10図はポリゴン・フォーマットによるリスト・メモリ
へのデータ格納状態を概略的に示す図。
（１）……リスト・メモリ・マネジャ、
（２）……リスト・メモリ、（３）……描画プロセッ
サ、
（４）……FIFOコントローラ、（32）……データ・バ
ス、
（33）……コード保持部、（34）……バッファ、
（35）（36）……ゲート、（37）……プル・アップ抵
抗、
（WC）……未使用の割当てコード、
（BP）（WP）……行アドレス
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【第１図】

【第５図】
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【第２図】
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【第３図】
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【第４図】
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【第６図】

(11)                           特公平８－１６５８



【第９図】
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